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1　はじめに
　当眼科病棟は、昭和57年の統計によると、白内障が
約7割を憎めている。術後、感染防止・事故防止など
のために、眼帯を貼用することが多く、特に白内障術
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　な　　　　あ後、佐伯眼葵（アルミニウム製）または、アクレル眼
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　い　　　　　る帯（プラスチック製）の貼用期間が長い。そのため、
テープによるかぶれ、掻痒感、皮膚剥離、べたつき感　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　sOgo　1　sOgoなどの不快感がしばしば生じてくる。実際　私達は長
期間、佐伯主思を貼用している患者が、皮膚の掻痒感
を訴え・ついには皮膚剥離を生じてしまった例を何　　　　　図1
度か経験している。その際，今迄は皮膚消毒をし、
テープテストなどをして、その患者に合ったテープを　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　その他貼用していた。また、患者によって、何日間か同じテ　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　24　90一プを貼用し続けたため、顔の清潔が保てなくなり、
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　見た目にきれいに　　6％発赤・掻痒感が、かなりひどくなってから訴えてくる
という事もあった。　　　　　　　　　　　　　　　佐伯の穴から
　これらのことについて、今迄は　対症処置のみで　　　　　みえるよう
終っていたことを反省し・今回は二士蚕眼帯を貼用　　　　　　　　　　図3
されるζと鑑よ．り、どのように感じ、どのような欲求．
を持っているのかを・明確にしょり効果的一C・’．より　その他瓢鑑、
墨登9馬肥が干た量る眼螢二丁1ま・どうあ・るづきかを　　　　　16％ため，歩行や
考え・今後の看護に生かして行くためこの研究を　暑い9％購雛
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　暗闇などのと横議たり・術儲・名を対象としア梅・7．％9／’
ンケート聴取を行ない進めて行った。この際、南2階
眼科患者にも協力を得た。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　図4
図5．術後、佐伯眼葵を貼用された時、何か感じまし
たか。
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2　アンケート聴取の内容
　　　　　調査期間　昭和58年9月11日～9月29日
　　　　　調査人員　50名　　（男性27名　女性23名）
図1。眼帯をつけるテープについて、不快感があるか。
図2．　「ある」と答えた人は、どういう不快感がある
のか。
図3．テープを貼られる時に、一番注意してもらいた
いことは何か。
図4．術後、片眼をガーゼ眼帯で覆われてしまった時
一番強く感じたことは何か。
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　※図5の、別に感じないと答えた人の中には、先生
の指示だから仕方なく行なっているなどの　声も聴か
れた。
3　アンケート結果の考察
　図3・図4では、眼帯貼用時、土二，ズを最少限の長
さで、はがれtc．　．．く、いように貼．り、歩行障害や、暗闇な
どの恐怖感を防止するように、貼用しなければならな
いことがわかった。
　図4では、ガーゼ眼帯は遠近感がとれず、日常生活
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に支障が出るが、これは白内障術後1日で、大抵佐伯
眼葵に変わるため、ガーゼ眼帯貼用時に起こる支障は、
一時的なものと思われる。
　以上のことより　テコプの長さ・二ごプの　訣感、
について研究することにした。
4　改善の経過
　①テープの長さについて
　現在迄、当病棟においては、卿塑昼aa煙、か
塑座テ＝ズを用SL／），s朝の眼帯交換時に処置者が、適
当な長さに切って貼用し、テープがはがれない限り、
24時間同じテープを貼用していた。テープの長さは、
施行者の判断であるため、必要以上に長く皮膚面に貼
用してしまう場合もある。そこで、テープの皮膚貼用
部を1～2　cnt以内にとどめるように、看護婦間で統一
し、その結果、掻痒感やべたつき感が少なくなったと
いう患者からの意見が聞かれた。また、他覚的にもべ
たつき感が軽減した様子も認められ、外観的にも以
前より、良く見えるようになった。しかし、医師が処
置後に独自で眼帯を貼用する場合もあり、この時点で
は末だ医師の協力を得なかったこともあり、徹底する
ことは難しかった。
　②テープの不快感の改善
　掻痒感・べたつき感については、テープ交換時、ベ
ンジン・蒸しタオル・耐酸綿などで清拭後　貼用する
ことにした。このようにして、べたつきを除去するこ
とで．掻痒感・発赤は消失したが、テープそのものの
性質上、不快感の軽減も、清拭後の一時的なものにす
ぎず　時間がたてば　また不快感が出現して来る結果
となった。
　そこで私達は、テープそのものについて検討するこ
とにし・魏12ステープ　鯛．晩．た。巾
1㎝×長さ2　cmに切り揃え、貼用方法は　図7の如く
3点で固定することにした。図6は選養畜δ軽で
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その結果、貼用者全員が　べたつき感・掻痒感は、
「ない」と言われ、他覚的にも　発赤やべたつきはほ
とんと認めなかった。多少べたつきが出現しても、棚
酸綿で清拭するだけで消失した。また、貼用方法も図
6のようにしてから　視野が広くなったという新たな
長所も聞かれた。しかし、短所として　時にはずれ易
いという意見も出たため、長さを3　anec改善し　その
後は、ほとんどその訴えは少なくなり、私達の目につ
くことも少なくなって来た。
5　まとめ
　前述したように術後の眼帯貼用は、不可欠なもので
あり、見ために美しくまた、苦痛や不快のないように
貼用しなければならない。
　今回、アンケートを基にして、今迄日常茶飯時のよ
うに行って来た佐伯眼英が、患者にとっては、さまざ
まな不快感や違和感を与えていたことを再確認し、看
護の基本である患者のニードをいかにして満たして行
くかを皆で考え、ささやかな研究ではあったが一歩で
も前進出来たことは良かったと思う。
臨画；改善出来だ詔
　①テープの種類の変更と長さを短かくしべたつ
きの不快感が軽減できた。
　②固定方法を変えることで視野が広くなり、安全
性や安心感をより与えることが出来た。
　③テープの長さも一定しているので、経済的であ
る。
　以上のような結果が得られた。しかし、以前のサー
ジカルテープより粘着度は少し落ちるたth、今後、引
き続き検討して行かねばならない。
　視力低下による将来への不安、手術法によっては長
期間両眼帯を余儀なくされる患者もあり、その日常生
活への援助、又、失明の大きな不安に対する精神的援
助など、まだまだ多くの問題を日常にかかえている。
　私達、看護婦各自が、問題意識を持ち、日常の看護
に努力して行きたい。
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